
令和８年度　各ライフステージにおける口腔機能・食べる力の維持向上の取組状況調査
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兵庫県
歯科医師会

啓発リーフレット、指導リーフレットを県産科婦人科学会会員医療機関へ配布

　 　 　 　 　 　

兵庫県産科婦人科学会 【課題】
効果がよくわからない
妊婦歯科健診受診率向上

　

兵庫県歯科
衛生士会

妊産婦歯科保健事業（本会事業）
パパママ教室
妊産婦教室

　 〇

子育てサークル 生まれてくる赤ちゃんの健全な口腔機能発達（食べる
力の基礎作り）を見据えた保護者への専門的な指導や
相談活動を実施

兵庫県
病院歯科医会

周産期に智歯周囲炎や歯性感染症の発症により、かかりつけ歯科などから診察依頼がある

　〇 　〇

【課題】
妊娠前に口腔環境の把握が必要。う
蝕、歯周症、智歯の有無などについて受
胎前からの関心を持ってもらう必要性

　

兵庫県町村会
（福崎町）

妊婦歯科健診費助成事業（上限5,000円の助成券を１枚発行）

　 〇 〇 　 　 　 　

【課題】
かかりつけ医で保険診療している妊婦も
いると思うが、その人数に関しては未把
握

兵庫県医師会
周産期医療において、妊婦健診事業の充実・強化を行うには、妊婦に対する歯科健診の重要性の啓発が求められ、妊婦歯科健診を実施する市
町は県下の全市町まで増加しているが、まだまだ受診率は低く、引き続き歯科保健対策の充実を図る必要があることから、県医師会から兵庫県
あて、医科歯科連携による妊産婦口腔ケア促進事業の継続を引き続き要望する予定

〇 〇 〇 〇 〇 　 　

【課題】
医科、歯科、その他医療関係団体との
より一層の連携

兵庫県市長会
（丹波市）

妊婦歯周病検診（個別）での問診、保健指導
　 〇 　 　 　 　 　
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兵庫県
歯科医師会

「歯の生え方にあわせたワンポイントアドバイス」の配布
乳幼児期からの歯及び口腔保健対策拡充支援事業 　 　 　 　 　 　 〇

　 【課題】
費用負担・フッ化物洗口事業を行う市町
の増加

　

兵庫県歯科
衛生士会

子どもの歯の支援事業（本会事業）
乳幼児健診
子ども食堂における歯科K保険指導

　 〇

乳幼児期からの歯科保健指導において、嚙むことの重
要性を子どもの興味・関心を引き出すため、当会独自
の教材・媒体を用いて、子供たちにも分かりやすく教え
る歯科健康教育を行い、乳幼児期における「しっかり噛
むこと」の重要性を伝えている

兵庫県
病院歯科医会

転倒しやすい時期であり、口腔顎顔面の外傷による受診がある
先天性疾患による口腔への影響（唇顎口蓋裂）、自閉症スペクトラム障害、知的能力障害などによるケア不良、う蝕発症 〇 〇

兵庫県町村会
（福崎町）

７か月児のまんまクラブ
10か月児のあばばクラブ
１歳お誕生相談
1歳６か月児健診、３歳児健診、５歳児健診
５歳よい歯のお祝い会
就学前幼児歯科健康教室

〇 〇 〇 　 　 〇 〇

５歳児健診については、学校
教育課とも連携

学童期以降のう歯率上昇

兵庫県
保育協会

食育活動・栽培活動、咀嚼・食べる力
口腔機能の育成
歯磨き・口腔衛生の習慣化
フッ化物洗口の実施
専門職との連携
保護者への啓発
発達に応じた支援

　

保護者への啓発・家庭との連携、研修・
情報提供
専門職との連携体制
食育・口腔機能を育む保育への支援
フッ化物洗口等への制度・財政支援
発達や配慮が必要な子どもへの支援

兵庫県医師会

歯と口の健康に関する正しい知識を国民に対して普及啓発するとともに、歯科疾患の予防に関する適切な習慣の定着を図り、併せてその早期発
見及び早期治療等を徹底することにより歯の寿命を延ばし、国民の健康の保持増進に寄与することを目的に実施される「歯と口の健康週間」につ
いて、県医師会から郡市区医師会へも周知・協力依頼を発出した

〇 〇 〇 〇 〇 　 　

医科、歯科、その他医療関係団体との
より一層の連携

兵庫県市長会
（丹波市）

①　乳幼児健康診査
②　5歳児歯科・食育教室
③　歯科指導者研修会

〇 〇 〇 　 〇 　

③乳幼児健診に従事する専門職（保育
士、保健師等）

連携団体

連携団体

資料3-2

妊産婦期

乳幼児期
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兵庫県
歯科医師会

学校健康診断への理解を深めるためのアニメーション動画を作成

　 　 　 　 　 　 　

　 学校健康診断の未受診者の減少につ
なげる

兵庫県歯科
衛生士会

ティーンズへの歯科保健事業（本会事業）
学校歯科医師会等と連携した集団歯科保健指導

　 〇

集団および個別での歯科保健指導を展開し、集団
指導等ではパワーポイントなどのデジタル教材を活
用し、児童・生徒の関心を高めながら「噛むことの大
切さ」やむし歯・歯肉炎予防をわかりやすく視覚的に
伝えている
学校歯科医・養護教諭と連携し、学校保健会なども
活用しながら、口腔機能発達不全への対応や食育
推進を含めた支援を実施

兵庫県
難病団体

連絡協議会

こどもたちに対して歯の大切さを話す
　 　 　 　 　

子どもの食事と歯の健康について話
題提供

　

兵庫県
病院歯科医会

学校生活、課外活動でも行動が旺盛である時期であるため、口腔顎顔面外傷受傷の機会が多い
歯原性嚢胞、顎骨腫瘍などの顕在化

〇 〇

兵庫県
いずみ会

子どもの食育教室において、朝食をしっかり食べることの大切さに加え、歯の大切さも伝えている
〇

兵庫県町村会
（福崎町）

小中学校では年に１回歯科検診を実施。検診結果を保護者に伝え、受診を勧める。６月４日（虫歯）11月８日（いい歯）にちなんで、保健だ
よりを作成・配布。
・小学校では、歯科健康教室を開催。ブラッシング指導

 〇 〇   〇  
歯科教室については、今年度から開
催した。継続して開催し、効果を検証
していく

兵庫県医師会
歯と口の健康に関する正しい知識を国民に対して普及啓発するとともに、歯科疾患の予防に関する適切な習慣の定着を図り、併せてそ
の早期発見及び早期治療等を徹底することにより歯の寿命を延ばし、国民の健康の保持増進に寄与することを目的に実施される「歯と口
の健康週間」について、県医師会から郡市区医師会へも周知・協力依頼を発出した

〇 〇 〇 〇 〇 　 　
医科、歯科、その他医療関係団体と
のより一層の連携

兵庫県市長会
（丹波市）

①定期検診での問診、保健指導
②歯科保健指導（歯科衛生士による歯みがき指導、学校歯科医等による講話、あいうべ体操、保健だより等での啓発など）

　 〇 〇 　 　 〇 　

　

兵庫県
小学校長会

①前期・後期歯科健康診断
②歯科医師による児童対象「ブラッシング指導」
③歯の健康に関するほけんだより・掲示物の作成

〇 〇

本校では、４年生対象にブラッシング
指導の時間を取っているが、歯の健
康に関して学ぶ時間は十分に取れて
いない。今後、他の学年にも広げるな
ど、生涯にわたって歯を大切にする意
識を高められるような機会を増やした
い

連携団体

学齢期
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兵庫県
歯科医師会

契約健康保険組合との事業所歯科健診

　 　 　 　 　 　 　

　 歯科健診を導入する事業所の増加 　

兵庫県歯科
衛生士会

ティーンズへの歯科保健事業（本会事業）
歯科医師会と連携した企業健診における歯科保健指導
　　　〃　　　　　　大学生への歯科保健の啓発 　 〇

【課題】多忙や優先度の低さから歯科を
受診しない層に対し、いかに早期受診・
予防の行動変容を促す

働く世代は歯科健診の受診率が低く、自覚症状がない
まま歯周病が進行し、将来的な喪失歯につながるリス
クを抱えている

兵庫県
病院歯科医会

歯原性嚢胞・顎骨腫瘍発症に対する治療
智歯の萌出に伴う、周囲炎の発症 〇 〇

兵庫県
手をつなぐ

育成会

施設利用している人は何だかの歯や口のケアーは、しているのですが、自宅で過ごしている人はケアーできていない

　

　

兵庫県
栄養士会

メタボからフレイル予防への転換の必要性を普及啓発するため、ネスレ日本株式会社、兵庫県、兵庫県栄養士会共催で「６５歳を過ぎたら栄養の
考え方をギアチェンジ」の普及啓発に取り組んでいる。その一環として、「栄養ギアチェンジ相談室」電話相談を月２回実施している 　

ネスレ日本株式会社
兵庫県

高齢期に入る前からフレイル予防（オー
ラルフレイル含め）の正しい理解促進に
ついて取り組みたい

兵庫県
いずみ会

大学祭等において、朝食欠食の普及に併せて、歯科健診への積極的な受診を啓発

〇

成人期対象の食育教室も実施している
が、平日開催ということもあり参加者数
は少なめのため、啓発媒体等作成でき
ればよいと考える（予算取りが必要）

定期的な歯科検診を行っていない住民も多いため、歯
の大切さ、歯を守るための口腔ケアや定期的な歯科検
診の大切さを普及啓発する、きっかけづくりとして無料
の歯科検診をしていただくなどの取組（日曜日等多くの
方が参加しやすい日程で開催いただけるとよりよいと
思う）
歯科専門職からの講話を聞く機会があまりないため、
是非聞いてみたい

健康保険組合
連合会

兵庫連合会
　 　 　 　 　 　 　 　

「口腔機能・食べる力」の重要性に関す
る啓発事業（セミナー実施、ホームペー
ジ上での情報掲載等）

兵庫県町村会
（福崎町）

町ぐるみ健診と同時実施で歯科検診を実施。２月に案内チラシを全世帯に郵送、5月に歯科検診節目対象者（21歳・31歳・40歳・41歳・46歳・51歳・
56歳・61歳）にハガキ通知
健康ポイントカードの健康づくりの指標の1つとして、「歯科検診の受診」を記載し、受診の必要性を啓発している 　 〇 〇 　 　 　 　

かかりつけ歯科医がないが、歯科検診
も受診しない者がいる。

兵庫県医師会

歯と口の健康に関する正しい知識を国民に対して普及啓発するとともに、歯科疾患の予防に関する適切な習慣の定着を図り、併せてその早期発
見及び早期治療等を徹底することにより歯の寿命を延ばし、国民の健康の保持増進に寄与することを目的に実施される「歯と口の健康週間」につ
いて、県医師会から郡市区医師会へも周知・協力依頼を発出した。
糖尿病罹患者は歯周病になりやすく、また歯周病の治療を行うことで糖尿病の血糖値が改善することが研究により分かってきたことから、県医師
会、日本糖尿病学会、日本糖尿病協会により設立された兵庫県糖尿病対策推進会議に、平成19年9月から、県歯科医師会にも参画願い、医師・
歯科医師等医療関係者向けに糖尿病学術講演会を毎年開催（数年に一度、歯周病関連演題も講演いただいている）するなど、糖尿病対策のより
一層の推進を図っている

〇 〇 〇 〇 〇 　 　

医科、歯科、その他医療関係団体との
より一層の連携

兵庫県
国民健康保険団

体連合会

「口腔機能・食べる力」の重要性に関す
る啓発事業（セミナー実施、ホームペー
ジ上での情報掲載等）

兵庫県市長会
（丹波市）

①　節目歯周病検診（個別）での問診、保健指導
②　歯と口腔の健康普及啓発事業 　 〇 　 　 　 　 　

　 20代～30代の若年層に届くような口腔
機能維持・向上のための取り組みを検
討する必要がある

兵庫県
国民健康保険団

体連合会

保険者が健診時や通いの場の高齢者質問票や兵庫県フレイルチェック票を活用し、対象者抽出等ができるようKDB・KDB補完システムにより、
データ提供や実機説明会を実施。（国保・後期・介護保険者向け）

連携団体

青年期・成人期
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兵庫県
歯科医師会

包括的フレイル対策推進事業における多職種連携によるオーラルフレイル予防対策の推進事業（県委託事業）

〇 　 〇 〇 〇 〇 　

兵庫県薬剤師会、兵庫県訪問
看護ステーション連絡協議
会、兵庫県言語聴覚士会、兵
庫県介護支援専門員協会、兵
庫県介護福祉士会

【課題】
効果がよくわからない
データ分析

　

兵庫県歯科
衛生士会

介護予防事業
オーラルフレイル事業
訪問歯科衛生士人材育成事業

　 〇

高齢者を日常支える家族や介護者など
の周囲の支援も重要であり、口腔機能
低下予防の重要性を伝えることが必要

地域における介護予防事業やオーラルフレイル予防事
業に加え、高齢者大学等においても講座を担当し、口
腔機能維持・向上に向けた講話や、口腔環境を整える
ための歯科受診を通して、噛める口の維持に向けた支
援、兵庫県からの補助事業「訪問歯科衛生士事業」に
より、口から食べる機能の維持し、最期まで口から食
べることを支援できる歯科衛生士を育成

兵庫県
難病団体

連絡協議会
　 　 　 　 　

それぞれの団体でオーラルフレイルにつ
いての取り組みを進めたい

患者会によっては持つ問題が違うので全体としてはで
きない

兵庫県
病院歯科医会

基礎疾患を有するため、全身管理を行いながらの外科的処置
〇 〇

兵庫県
栄養士会

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施（ポピュレーション）の事業にフレイル予防の健康教育にオーラルフレイルを含めいている。また、フレ
イル予防のための指導者研修において、オーラルフレイルの知識について歯科衛生士会の協力のもと教育プログラムに取り入れている 〇

兵庫県
看護協会

1.摂食嚥下ケアに関連した研修開催（参加者数　約50名）
2.認知症看護認定看護師教育課程で教育
3.まちの保健室活動時にオーラルフレイル予防指導ができるよう研修

〇 　
協会では県内専門看護師、認定看護師の登録を行
い、ニーズがあれば介護福祉施設での指導・研修を行
える体制を整備

兵庫県
薬剤師会

　

薬局は地域住民が日常的に立ち寄る身
近な健康拠点であり、口腔機能の低下
や食事に関する困りごとを早期に把握
し、歯科医師、医師、管理栄養士等の多
職種につなぐ役割を果たすことが期待さ
れる
県には、地域住民への普及啓発、薬剤
師が口腔機能や栄養に関する相談対応
を行うための研修機会の充実を期待す
る

高齢化が進む中、口腔機能の維持向上は、低栄養や
フレイル予防の観点からも重要な取組である

兵庫県
老人福祉
事業協会

歯科医師・歯科衛生士、管理栄養士、介護職員、看護師による多職種協働での定期的なミールラウンドを実施しています。利用者の咀嚼・嚥下状
態を客観的に評価し、個々の能力に応じた適切な食形態（とろみ度合いやソフト食の導入など）への調整や、口腔ケアの徹底、ポジショニングの
見直しを随時行い、食べる力の維持・向上に努めている

　

職員間でのアセスメントスキルの平準化
や、重度化・認知症進行に伴う拒食・開
口困難への対応
今後も外部歯科医療機関との連携をさ
らに強化し、看取り期まで安全に口から
食べる楽しみを支えるケア体制を構築し
ていきたい

兵庫県
いずみ会

フレイル予防について、食事のバランス・運動・社会参加に加えて、しっかりかめる口をつくるための講話を実施

　

フレイル予防の認知度がなかなか伸び
ない（市調査）ため、引き続きフレイル予
防の活動を進め、認知度を向上させて
いきたい

健康保険組合
連合会

兵庫連合会
　 　 　 　 　 　

「口腔機能・食べる力」の重要性に関す
る啓発事業（セミナー実施、ホームペー
ジ上での情報掲載等）

兵庫県町村会
（福崎町）

町ぐるみ健診と同時実施で歯科検診を実施。75歳以上は無料化している。２月に案内チラシを全世帯に郵送、5月に歯科検診節目対象者（66歳・
71歳）にハガキ通知
健康ポイントカードの健康づくりの指標の1つとして、「歯科検診の受診」を記載し、受診の必要性を啓発している 　 〇 〇 　 　 　 　

かかりつけ歯科医がないが、歯科検診
も受診しない者がいる。

兵庫県医師会

歯と口の健康に関する正しい知識を国民に対して普及啓発するとともに、歯科疾患の予防に関する適切な習慣の定着を図り、併せてその早期発
見及び早期治療等を徹底することにより歯の寿命を延ばし、国民の健康の保持増進に寄与することを目的に実施される「歯と口の健康週間」につ
いて、県医師会から郡市区医師会へも周知・協力依頼を発出した
医療関係団体で組織する兵庫県プライマリ・ケア協議会において、毎年「摂食嚥下障害研修会」を開催。令和8年3月に開催された第13回研修会
（メインテーマ「在宅で摂食嚥下障害を支える取り組み」）では、「在宅での食を支える取り組み」をテーマに医師会（耳鼻科医会）、歯科医師会、歯
科衛生士会、薬剤師会、介護専門員協会、栄養士会、理学療法士会、言語聴覚士会からのシンポジストが、各々の取り組みや役割についての発
表や、ディスカッションを行った
オーラルフレイル予防事業にかかる多職種協議会には、県医師会からも役員が参画し、高齢者のオーラルフレイル予防に取り組んでいる

〇 〇 〇 〇 〇 　 　

兵庫県プライマリ・ケア協議会
「摂食嚥下障害研修会」には、
県医師会（耳鼻科医会）、県歯
科医師会、県薬剤師会、県看
護協会、県歯科衛生士会、県
栄養士会の他、県介護支援専
門員協会、県理学療法士会、
県言語聴覚士会が参画・連携

医科、歯科、その他医療関係団体との
より一層の連携

兵庫県市長会
（丹波市）

①　高齢者保健事業と介護予防の一体的実施事業での口腔機能維持・向上に関するポピュレーション、ハイリスクアプローチ
②　いきいき百歳体操での「かみかみ百歳体操」の実施
③　後期高齢者歯科健診（歯っぴー健診）（個別）での問診・検査・保健指導
④　介護予防従事者研修会
⑤　介護予防出前講座での栄養改善・口腔機能向上講話

　 〇 〇 　 　 　 　

②「いきいき百歳体操」実施団
体
④市内介護サービス事業所

兵庫県
老人クラブ

連合会

各単位クラブに於いて、健康講座を実施

〇 　 　 　

実施回数を増加（現状年1回程度）

兵庫県
国民健康保険団

体連合会

保険者が健診時や通いの場の高齢者質問票や兵庫県フレイルチェック票を活用し、対象者抽出等ができるようKDB・KDB補完システムにより、
データ提供や実機説明会を実施（国保・後期・介護保険者向け）

〇

連携団体

高齢期
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所属 現在実施していること
医
師
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歯
科
医
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衛
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士
会

栄
養
士
会

看
護
協
会

園
学
校
関
係

市
町
行
政

そ
の
他

課題・今後
取組みたいこと

ご意見等

兵庫県
歯科医師会

障害者支援施設等における歯科保健向上事業（県委託事業）

　
　
〇

　 　 　 　 　

　 　 　

兵庫県歯科
衛生士会

「お口の歯援」お悩みQ&A」リーフレットを用いた歯科保健指導
障害者歯科センターにおける歯科保健指導

　 〇

「お口の歯援 お悩みQ＆A」リーフレットを活用した
『食べる口』への支援を行っている。特別な配慮や
支援を要する子どもたちが、少しでも早く口腔の機
能等の課題に気づき、対応できるよう啓発

兵庫県
難病団体

連絡協議会

食事指導とともにオーラルフレイル予防の講話をお聞きした。
〇 　 　 　 　 〇

加古川市において開催の難病相談会
で歯科相談を実施する

　

兵庫県
病院歯科医会

通常治療が困難な場合、全麻下での治療の対象となる
〇 〇

兵庫県
手をつなぐ

育成会

各事業所では、きざみ食とかとろみ食などで対応している
　

施設利用の無い会員の方が問題

兵庫県
看護協会

抗がん剤治療中など口腔機能が低下している者、外傷による機能低下など疾患に応じた対応を要する者のケア研修
〇 　

　

兵庫県町村会
（福崎町）

歯つらつ指導（介護予防教室参加者に対して実施）
　 　 〇 　 　 　 　

かかりつけ歯科医がないが、歯科検
診も受診しない者がいる。

兵庫県医師会

歯と口の健康に関する正しい知識を国民に対して普及啓発するとともに、歯科疾患の予防に関する適切な習慣の定着を図り、併せてそ
の早期発見及び早期治療等を徹底することにより歯の寿命を延ばし、国民の健康の保持増進に寄与することを目的に実施される「歯と口
の健康週間」について、県医師会から郡市区医師会へも周知・協力依頼を発出した 〇 〇 〇 〇 〇 　 　

医科、歯科、その他医療関係団体と
のより一層の連携

連携団体

配慮を要する者
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